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Oracle GoldenGate 11g 

競争の激しい今日の環境で成功するには、リアルタイムの情報が

必要不可欠です。それには、企業全体に存在する異種システムに

格納された情報を、可用性とパフォーマンスを低下させることな

く統合できる基盤が必要になります。Oracle GoldenGate 11gは、

ログ・ベースの双方向データ・レプリケーションを提供する高パ

フォーマンスのソフトウェア・アプリケーションであり、トラン

ザクションの変更データをリアルタイムで取得し、変換し、配信

します。このアプリケーションによって、重要なシステムが 24

時間 365日稼働し、さらに意思決定を最適化するために関連デー

タが企業全体に配布されることを可能にします。 

リアルタイム情報へのリアルタイム・アクセス 

ビジネス・クリティカルなシステムは、最高の可用性を提供し、適切なデータ

への高速で容易なアクセスを保証するとともに、変化の激しいビジネスや IT

の要求にすばやく適応する必要があります。ますます多くのビジネス・プロセ

スがオンラインで実行されるようになり、トランザクション量が指数関数的に

増加している現在、多くの組織は、企業全体にわたる膨大な量のデータを収集

し、このデータへの即時アクセスを提供するためのより優れたソリューション

を必要としています。 

Oracle GoldenGate 11gは、異機種システム間におけるデータベース・トランザク

ションのリアルタイムでの取得、変換、ルーティング、および配信を可能にしま

す。このソフトウェアを利用すると、各種のデータベースおよびプラットフォー

ムにおいて、トランザクションの整合性を維持しながら待機時間を 1秒未満に抑

えた、高パフォーマンスで低負荷のデータ移動を簡単に実現できます。 

Oracle GoldenGate 11gの新機能 

Oracle GoldenGate 11gでは、オラクルのアプリケーションとテクノロジーに対

する緊密な統合と追加された異種システムへのサポートが提供され、パフォー

マンスが向上します。Oracle GoldenGate 11gのおもな新機能は次のとおりです。 

 Oracle E-Business Suite、Oracle PeopleSoft、Oracle JD Edwardsなどの Oracle

アプリケーションに対する業務レポーティング・ソリューションでの動

作保証 

 データ型の追加と Oracle Database へのダイレクトロードのサポート、

Oracle Exadata上での動作保証 

 異種性の強化： 

○ Microsoft SQL Server 2008、IBM DB2 v9.7、MySQLに対するログ・

ベースの取得と配信 

○ Oracle TimesTenデータベースへのネイティブ配信 

○ JMSベースのメッセージ・システムを使用した取得 

○ IBM DB2 for iへの配信 

 Oracle Database 上で長時間に及ぶトランザクションを実行していたプロ

セスが中断された場合の、リカバリ対象の大幅な削減による、リカバリ

の簡素化 

リアルタイム情報へのリアルタイム・アク

セス 

主要な機能 

 高速なデータ・レプリケーション 

 異機種のソースとターゲット 

 競合の検出と解決 

 リアルタイム適用と遅延適用 

 イベント・マーカー・インフラストラ

クチャ 

 柔軟なトポロジ・サポート 

 データ暗号化 

 ETLと JMSの統合 

 ルーティングと圧縮 

 自動化されたメモリ管理 

 初期ロード機能 

 

 

主要な利点 

 リアルタイム・データによる意思決定

の改善 

 中断なしのミッション・クリティカル

なアプリケーションへのアクセス 

 異機種インフラストラクチャのサポー

トによる IT柔軟性の向上 

 本番システムへの影響を最小化した、

高パフォーマンスのデータ・レプリ

ケーション 

 異機種のソース・システムとターゲッ

ト・システム間でのトランザクション

整合性の保証 
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 トランザクションのトレース機能の柔軟性向上による、パフォーマンス

の最適化のためのデータ統合ソリューションにおけるボトルネックの特

定とチューニングの簡略化 

 OLE DBを使用したMicrosoft SQL Serverデータベースへの接続をサポート 

Oracle GoldenGate 11gを使用することで、顧客は業務システムと分析システム

から価値を素早く引き出しながら、ITに付随するコストとリスクを軽減するこ

とができます。Oracle GoldenGateはコンポーネント・ベースのアーキテクチャ

を利用して、エンタープライズ・システムの継続的な可用性とリアルタイム統

合に対する要求に応えます。 

重要なシステムへの継続的な可用性の維持 

Oracle GoldenGateは、計画外停止と計画停止の両方によって引き起こされる停

止時間を排除できるよう組織を支援するとともに、システムのパフォーマンス

とスケーラビリティを向上させます。ソフトウェアは、次にあげるシナリオを

サポートするために構成されます。 

○ 停止時間ゼロの運用：システムのアップグレード、移行、およびメンテナ

ンス作業中に業務が中断されないようにします。 

○ 障害時リカバリとデータ保護：さまざまなデータベース・バージョンやオ

ペレーティング・システムを含む Oracle Database環境、または非 Oracle環

境にデプロイされたミッション・クリティカルなシステムのリカバリ時間

を最小限に抑えるために、最新のデータによる即時のフェイルオーバーの

仕組みを提供します。 

○ データ分散：地理条件に関係なく、分散アプリケーションのデータをリア

ルタイムに同期化することで、データにタイムリーにアクセスできます。 

○ 問合せのオフロード：異機種のソースとターゲットの間でデータをレプリ

ケートすることによって、必要な読取り専用アクティビティを引き続きサ

ポートしながら、本番システムの高パフォーマンスを保証します。 

企業全体にわたるリアルタイム・データの統合 

Oracle GoldenGate 11gはデータウェアハウス、オペレーショナル・データ・ストア、

レポーティング・システム、およびその他のオンライン・トランザクション処理

（OLTP）データベースに対する変更データを、パフォーマンスへの影響を最小限に

抑え、リアルタイムで取得および配信します。このリアルタイム情報へのアクセスに

よって、さらに優れたビジネス・インサイトが得られるようになります。 

○ リアルタイム・データウェアハウジング：OLTPシステムとデータウェアハ

ウス間で、最新の変更データを継続的にリアルタイムで取得および配信し

ます。Oracle GoldenGateは、Oracle Data Integrator Enterprise Edition 11gやそ

の他の抽出、変換、ロード（ETL）ソリューションと容易に統合できます。

Oracle GoldenGate 11gは、Oracle Exadata Storage Serverとの間での取得と配

信に関して動作保証されており、リアルタイムのデータウェアハウスまた

はデータ統合ソリューションを実現します。 

○ 業務レポーティング：リアルタイム・レポーティング向けに、本番データ

ベースからより低コストの 2 次システムに対して、最新データとともにレ

ポーティング・アクティビティをオフロードします。Oracle GoldenGate 11g

では、Oracle E-Business Suite、JD Edwards、PeopleSoft、Siebel CRMなどの

主要な Oracle アプリケーションのサポートが保証されており、これらを使

用して業務レポーティング・ソリューションが実現されます。 

○ 業務データの統合：業務データを OLTP システム間でリアルタイムに統合

します。Oracle GoldenGate Application Adaptersを使用して、Java Message 

Service（JMS）経由で変更データを公開することによって、リアルタイム・

Oracle GoldenGateは、異機種システム間

での変更データの取得、ルーティング、変

換、配信を、低い負荷でリアルタイムで実

行します。このソフトウェアは、組織が

ミッション・クリティカルなデータの継続

的な可用性とリアルタイム統合を実現で

きるよう支援します。 

 

関連製品 

次の製品を使用すると、リアルタイム情報

へのアクセス向けに、より包括的にソ

リューション最適化を実行できます。 

 Oracle GoldenGate Veridata 

 Management Pack for Oracle 

GoldenGate 

 Oracle GoldenGate Application 

Adapters 

 Oracle Data Integrator Enterprise 

Edition 

 Oracle Active Data Guard 

 Oracle SOA Suite 
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データを処理するサービス指向アーキテクチャ（Oracle SOA Suiteを含む）

が実現されます。 

堅牢なモジュール・アーキテクチャ 

Oracle GoldenGateのソフトウェア・アーキテクチャは、キャプチャ、Trailファ

イル、およびデリバリーという 3つの主要コンポーネントで構成されています。

このモジュール方式のアプローチにより、各コンポーネントは他のコンポーネ

ントとは独立にタスクを実行できるため、データ・レプリケーションが高速化

されるとともに、データ整合性が保証されます。 

 
図 1：Oracle GoldenGateはリアルタイムの情報アクセスと可用性を最適化するために、コンポーネン

ト・ベースのアーキテクチャを利用しています。 

キャプチャ 

Oracle GoldenGateのキャプチャ・モジュールはソース・データベース上に存在

し、新しいトランザクション・アクティビティを探します。キャプチャ・モジュー

ルはデータベース・トランザクション（REDO）ログに直接アクセスして、

INSERT、UPDATE、および DELETE 処理の結果を読み取った後、配布のため

に新しいデータと変更データをただちに取得します。 

キャプチャ・モジュールは、中間アクティビティやロールバックされた操作を

除外して、コミットされたトランザクションのみを移動します。これにより、

インフラストラクチャの負荷が軽減されるだけでなく、データ不整合の可能性

も解消されます。トランザクションのグループ化やオプションの圧縮機能に

よって、さらなる最適化が可能です。 

また、Oracle GoldenGate 11gは JMSメッセージング・システムからメッセージ

を取得し、異種データベースにリアルタイム配信することで、スケーラビリティ

と信頼性に優れたデータ配信を実現します。 

Trailファイル 

Oracle GoldenGateの Trailファイルには、プラットフォームに依存しない移動可

能なデータ形式で、変更されたデータに関するデータベース・オペレーション

が含まれています。Trailファイルは、Oracle GoldenGateの最適化されたキュー

イング・メカニズム内の重要なコンポーネントです。Trailファイルは、ソース・

サーバーまたはターゲット・サーバー、あるいはその両方に存在しますが、信

頼性の向上、最小限のデータ損失、および異種性を保証するためにデータベー

スの外部に存在します。このアーキテクチャでは、データのキャプチャ処理の

ための表の追加やデータベースへの問合せが必要なくなるため、ソース・シス

テムへの影響が最小限に抑えられます。キャプチャ・モジュールは取得データ

を 1回読み取った後、ターゲットへの配信のためにこのデータをデータベース

の外部の Trailファイルにただちに移動します。 

ソースまたはターゲット、あるいはその両方で停止が発生した場合、Trailファ

イルには停止の時点までの最新データが格納されており、システムが再度オン

ラインに戻った後にそのデータが適用されます。 
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デリバリー 

Oracle GoldenGate のデリバリー・モジュールは最新の Trail ファイルから変更

データを取得し、適切なリレーショナル・データベース管理システムのネイティ

ブ SQL を使用してターゲット・データベースに適用します。配信は、Open 

Database Connectivity に準拠した任意のデータベースに対して行うことができ

ます。デリバリー・モジュールは、ソースと同じトランザクション・コンテキ

スト内で、コミットの実行順序と同じ順序で各トランザクションを適用するこ

とによって、ターゲットでの整合性と参照整合性を実現します。IT柔軟性を向

上させるために、Oracle GoldenGate Application Adaptersを使用して取得データ

を Java Message Serviceの宛先に配信したり、フラット・ファイルとして配信し

たりできます。 

主要な機能と利点 

Oracle GoldenGate 11gは次の機能と利点を提供することで、ミッション・クリ

ティカルなシステムに対するリアルタイムのデータ統合と継続的な可用性を実

現します。 

リアルタイム・データ：トランザクション・データを即座に取得、ルーティン

グ、変換し、1 秒未満の待機時間で他システムへ配信します。正確な最新情報

を全社的に視認可能とすることで、組織的な意思決定を改善します。 

異機種間サポート：異機種のデータベースおよびプラットフォームをサポート

することで、ITの柔軟性を向上します。すべてのエンタープライズ・システム

のデータを統合しながら、既存の IT投資からデータを抽出し、総所有コストを

削減します。 

信頼性：ネットワークが停止した場合にも、コミットされたすべてのレコード

をターゲットに配信します。システム中断や停止時間を必要とすることなく、

データを移動します。 

低負荷での高パフォーマンス：ソース・システムとターゲット・システムへの

影響を無視できるレベルに抑え、1 秒あたり数千のトランザクションを移動し

ます。本番システムに遅延を招くことなく、重要な情報にリアルタイムでアク

セスします。 

トランザクション整合性：トランザクションがソース・システムとターゲッ

ト・システムの間で移動される際、トランザクションのコミット境界や、原子

性、一貫性、独立性、永続性（ACID）の各プロパティを維持します。複数のマ

スター、バックアップ・システム、およびレポート・データベースのデータ整

合性と参照整合性を保証します。 

統合：Oracle Data Integrator Enterprise Editionと統合することで、その他の ETL

ソリューションを補完します。Oracle GoldenGate Application Adaptersを使用す

ると、Oracle WebLogicなどの Java Message Serviceベースのメッセージング・

ソリューションとの間で取得および配信を実行することができます。 

柔軟なトポロジ・サポート：1ソース対 1ターゲット、1対多、多対 1、多対多、

カスケード、双方向など、各種の構成におけるデータを管理します。 

競合の検出と解決：同じ表を持つ別々のインスタンスに対して、2 つのシステ

ムから変更できるマルチマスター構成において、競合を検出して解決します。 

イベント・ベースのインフラストラクチャ：取得され、Trailファイルに格納されて

いる特定のデータベース操作に基づいて、即時アクションをトリガーします。 

ルーティングと圧縮：TCP/IPを利用してデータを送信し、地理的な距離の制約

を解消します。ルーティングされているデータに追加で圧縮を行います。 

データ暗号化：可変長のキーによる暗号化を使用して、国内外のアプリケー

ションにデータを安全に送信します。 
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遅延適用：トランザクション整合性を失うことなく、ただちに、またはユーザー

の指定した遅延期間後にデータを適用します。 

自動化されたメモリ管理：取得されているトランザクションのサイズと数に基

づいて、トランザクション・メモリを自動的に調整します。 

バウンデッド・リカバリ：レプリケーション・プロセスが一時停止または中断

された場合に、コミットされていない操作をディスクに保存することで、迅速

かつ簡単に長時間実行されていたトランザクションのデータを回復します。 

結論 

Oracle GoldenGate 11gは、ミッション・クリティカルな情報への継続的なアク

セスをリアルタイムで提供することによって、組織が IT投資の価値を利用して

業務を改善できるよう支援します。このソフトウェアは、継続的な可用性、災

害への耐性、データ統合などのさまざまなシナリオをサポートすることで、拡

張の簡単なモジュール式基盤を提供して、大量のデータ統合とレプリケーショ

ンを少ない負担で実現するという、今日の企業が直面する課題に対応します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせ 

Oracle GoldenGateについて、詳しくは oracle.comを参照するか、+1.800.ORACLE1でオラクルの担当者にお問い合わ

せください。 
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